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日本産米が海外でどのような評価を受けているのか、日本産米を輸出するにあたっ 

てどのような工夫をしているのかなど、生の声を聞いてみました！是非ご覧下さい！ 

（海外での日本産米のニーズについて→）

http://www.maff.go.jp/j/syouan/keikaku/soukatu/kome_yusyutu/kome_yusyutu.html
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平成 30年 8月 31日発行 
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◆                  米に関するメールマガジン（第 54号）               ◆ 

◇                                                                    ◇ 
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  平成 30年産からの米政策については、生産者や集荷業者・団体の主体的な経営判 

断や販売戦略に基づき、需要に応じた米生産ができるよう環境整備を進めることと 

しており、その一環として、平成 26年 3月から米の流通に係るよりきめ細かい需給・ 

価格情報、販売進捗・在庫情報等の提供を行っています。 

  平成 29年産米の相対取引価格・数量、契約・販売状況、民間在庫の推移等の状況 

について（平成 30年 7月）、米の出荷・販売業者、団体等から報告のあった内容を 

取りまとめ、公表しましたのでお知らせします。 

 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

【本日のトピック】 

・平成 31年度農林水産関係予算概算要求について 

・「平成 30年産水稲の 8月 15日現在における作柄概況」の公表について 

・第２回「飼料用米活用畜産物ブランド日本一コンテスト」の募集について 

・「米マッチングフェア２０１８」の展示商談会・セミナーについて 

・コメ海外市場拡大戦略プロジェクトの参加状況について 

・GFPコミュニティサイトについて 

・編集後記「残暑」 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

★  平成 29年産米の相対取引価格・数量、契約・販売状況、民間在庫の推移等に 

ついて（平成 30年 7月）  ★ 

（１）相対取引価格 

平成 30年 7月の相対取引価格は、全銘柄平均価格で 15,666円/玄米 60kg、相対 

取引数量は、全銘柄合計で 6万トンとなっています。 

（２）契約・販売状況 

平成 30年 7月末現在の全国の集荷数量は 290万トン、契約数量は 279万トン、販 



売数量は 224万トンとなっています。 

（３）民間在庫の推移 

平成 30年 7月末現在の全国段階の民間在庫は、出荷・販売段階の計で 102万トンと 

なっています。 

 

（詳しくはこちら） 

○「平成 29産米の相対取引価格・数量（平成 30年 7月）（速報）」 

→ http://www.maff.go.jp/j/seisan/keikaku/soukatu/attach/pdf/aitaikakaku-

121.pdf 

○「平成 29年産米の産地別契約・販売状況（累計、うるち米、平成 30年 7月末現 

在）（速報）」 

→ http://www.maff.go.jp/j/press/seisaku_tokatu/kikaku/attach/pdf/180828-

1.pdf 

○「民間在庫の推移（速報）」 

→ http://www.maff.go.jp/j/press/seisaku_tokatu/kikaku/attach/pdf/180828-

2.pdf 

  本資料及び過去の調査結果（相対取引価格）は、当省ホームページから御覧にな 

れます。 

→ http://www.maff.go.jp/j/seisan/keikaku/soukatu/aitaikakaku.html 

 

┏━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┓ 

┃    上記情報も含め、米に関する価格動向や需給動向に関するデータを    ┃ 

┃  集約・整理した「米に関するマンスリーレポート」を毎月上旬に公表    ┃ 

┃  しています。                                                      ┃ 

┃  → http://www.maff.go.jp/j/seisan/keikaku/soukatu/mr.html         ┃ 

┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┛ 

★ 平成 31年度農林水産関係予算概算要求について ★ 

 8 月 31 日（金）に平成 31 年度農林水産関係予算概算要求が正式に決定されま 

した。 

 今回は米に関する主な予算を紹介します。 

 

 〇水田活用の直接支払交付金（3,304 億円）   

  米政策改革の定着に向け、食料自給率・自給力の向上に資する飼料用米、 

麦、大豆等の戦略作物の本作化とともに、産地交付金により、地域の特色 

のある魅力的な産品による産地の創造を支援します。 

  １．戦略作物助成 

    水田を活用して、麦、大豆、飼料作物、WCS 用稲、加工用米、飼料用 

米、米粉用米を生産する農業者を支援します。 

   ２．産地交付金 

    地域の作物振興の設計図となる「水田フル活用ビジョン」に基づき、 



高付加価値化や低コスト化を図りながら、地域の特色のある魅力的な 

産品の産地を創造するため、地域の裁量で活用可能な産地交付金によ 

り、二毛作や耕畜連携を含め、産地づくりに向けた取組を支援します 

（一定割合以上は県段階で支援内容を決定）。 

 

 〇農業再生協議会の活動強化等（88 億円）      

  農業再生協議会が行う水田フル活用ビジョンの作成・周知や経営所得安定 

対策等の運営に必要な経費を支援します。 

 

 〇米穀周年供給・需要拡大支援事業（50 億円）       

  生産者、集荷業者・団体の自主的な取組により需要に応じた生産・販売が 

行われる環境を整備し、産地の判断により、主食用米を長期計画的に販売 

する取組や輸出用など他用途への販売を行う取組等を実施する体制を構築 

するため、民間主導のコメの周年供給・需要拡大等に対する取組を支援し 

ます。 

 〇米粉の需要拡大・米活用畜産物等のブランド化等（1 億円） 

  米粉の需要拡大や飼料用米を活用した畜産物等のブランド化等の取組を支 

援します。 

   １．戦略作物生産拡大支援事業 

    ノングルテン米粉や用途別基準に適合する高品質な日本産米粉の流通 

が始まることから、輸出を含めた日本産米粉の需要拡大に向けた取組 

等を支援します。 

   ２．米活用畜産物等ブランド化推進事業 

    米を利用した新たな食品のブランド展開による米の需要拡大を図るた 

め、飼料用米を活用した畜産物等のブランド展開の取組を支援します 

。また、飼料用米を活用した畜産物等の認知度向上や、販路開拓のた 

めの取組等を支援します。 

 

 全体の予算はこちらのページからご覧いただけます。 

→ http://www.maff.go.jp/j/budget/index.html 

  

★「平成 30年産水稲の 8月 15日現在における作柄概況」の公表について ★ 

 8月 31日（金）に、「平成 30年産水稲の 8月 15日現在における作柄概況」が 

公表されました。調査結果の概要は以下のとおりです。 

   

【調査結果の概要】 

 8月 15日現在の水稲の早場地帯の作柄は、総じて「平年並み」又は「やや良」 

、北海道は「不良」、遅場地帯の生育は「平年並み」又は「やや良」が見込まれ 

ます。 

 



  この統計調査結果は、農林水産省ホームページ「統計情報」の次の URLからご 

覧いただけます。 

→ http://www.maff.go.jp/j/tokei/kouhyou/sakumotu/sakkyou_kome/index.html#y2 

 

★ 第２回「飼料用米活用畜産物ブランド日本一コンテスト」の募集について★ 

 飼料用米については、輸入とうもろこしに比べて、国産であり、かつ我が国の 

主食である米を原料とする付加価値の高い飼料です。現在、主食用米の需要が毎 

年概ね８万トンずつ減少している中、飼料用米等の戦略作物への転換を進めてお 

り、平成２７年３月に閣議決定された「食料・農業・農村基本計画」の下、飼料 

用米の生産努力目標（平成３７年度）を１１０万トンとしており、生産性向上と 

ともに畜産物（牛・鶏・豚等）のブランド力強化を進めていくこととしています。 

 このたび、一般社団法人日本養豚協会が農林水産省などの後援の下、飼料用米 

を生産する農家と連携しながら、従来の畜産物より付加価値を向上させて飼料用 

米活用畜産物を販売している畜産事業者を表彰する、「飼料用米活用畜産物ブラ 

ンド日本一コンテスト」を開催します。 

 飼料用米を活用した畜産物をブランド化し販売している畜産事業者の皆様に 

とって、取組をＰＲできる良い機会です。ご関心をお持ちの皆様は、本コンテスト 

のＨＰ等を御覧の上、御不明な点などあれば、（一社）日本養豚協会あてに御 

照会願います。 

 

※「飼料用米活用畜産物ブランド日本一コンテスト」の詳細は、こちらのペー 

ジをご覧下さい。 

（詳しくはこちら） 

→ http://okome-sodachi.jp/contest2018.html 

 

※開催スケジュール 

 

 ・応募期間 ：平成３０年８月１日～１１月１５日 

 ・審査委員会：平成３１年２月中旬予定 

  ・表彰式  ：平成３１年３月１５日（東京都内） 

   

※褒賞 

 

 ・農林水産大臣賞 ・政策統括官賞 

 ・全国農業協同組合中央会会長賞 ・公益社団法人中央畜産会会長賞 

 

※お問い合わせ先 

 

 事務局：一般社団法人日本養豚協会（担当：山梨、小礒） 

                  （TEL 03-3370-5473） 



 農林水産省政策統括官付穀物課消費流通第１班（担当：大石、関口） 

                   （TEL 03-3502-7950） 

 

★ 「米マッチングフェア２０１８」の展示商談会・セミナーについて ★ 

 中食・外食用として求められる米の品質や価格は用途やユーザーによって様々 

であり、今後も堅調な需要が見込まれております。 

 ３０年度のマッチングイベントは、「米マッチングフェア２０１８」と称し、 

東京と大阪で展示商談会やセミナーを実施します。 

 引き続き、参加に御関心のある皆様においては、本イベントのホームページ等 

を御覧の上、御不明な点などあれば(株)グレイン・エス・ピーに御照会願います。 

 産地、ユーザー双方の関係者の皆様、奮って御参加下さい。 

 

【商談会・セミナーの日程】 

大阪  1／16（水）～1／18（金） 

東京  2／6（水）～8（金） 

 

詳しくはこちらのページをご覧下さい。 

（こちらから） 

→  https://kome-matching.com 

 

  パンフレットＰＤＦ版はこちらをご覧下さい。 

（こちらから） 

→ https://kome-matching.com/wp-content/uploads/2018/05/kome-

matching2018_tenjikai.pdf 

 

  参加申込書はこちらをご覧下さい。 

（こちらから） 

→ https://kome-matching.com/wp-content/uploads/2018/05/2018_tenjikai004s.pdf 

 

★ コメ海外市場拡大戦略プロジェクトの参加状況について ★ 

 ８月３１日（金）、日本産米の飛躍的な輸出拡大に向けて立ち上げた「コメ海 

外市場拡大戦略プロジェクト」（平成２９年９月公表）について、平成３０年８ 

月末時点の参加状況について公表しました。 

 平成３０年８月末時点での全体の参加状況は、戦略的輸出事業者については６１ 

事業者が参加、戦略的輸出基地については、団体・法人２３５産地のほか、都道府 

県単位、全国単位での取組を推進する団体等２２団体が参加となりました（戦略的 

輸出事業者リスト・戦略的基地リストは以下ホームページを参照して下さい）。 

 また、戦略的輸出ターゲット国については、輸出事業者から提出された「重点的 

に輸出を拡大する国・地域」を踏まえ、中国、台湾、香港、マカオ、シンガポール、 

タイ、ベトナム、マレーシア、モンゴル、米国、カナダ、ＥＵ、オーストラリア、 



ロシア、中東、インドを設定しています。 

 最新の参加状況は、農林水産省ホームページ「米の輸出について」からご覧いた 

だけます。 

（こちらから） 

→ 

http://www.maff.go.jp/j/syouan/keikaku/soukatu/kome_yusyutu/kome_yusyutu.html

#project 

 

 本プロジェクトにおいて、コメ輸出に当たって輸出に取り組む事業者と輸出用米 

生産に取り組む産地との連携や、事業者が輸出拡大に重点的に取り組む「輸出ター 

ゲット国」でのプロモーション等の販売拡大に向けた取組を推進することとしてい 

ます 

 

 引き続き本プロジェクトへ参加される事業者及び産地の募集を行っていますので、 

ご関心をお持ちの皆様は、ぜひ参加をご検討ください。 

 

 本プロジェクトに関するご質問がございましたら、担当までお気軽にお電話下さ 

い。 

担当：政策統括官付農産企画課企画班 

電話番号：03-3502-8111（代表）、03-6738-8964（直通） 

ＦＡＸ ：03-6738-8976 

 

★ GFPコミュニティサイトについて ★ 

 農林水産省では、農林水産物・食品の輸出に意欲的に取り組もうとする生産者 

・輸出業者等が、必要な情報を受け取り、必要なサポートが得られる GFPコミュ 

ニティサイトを 8月 31日に立ち上げます。 

 参加を希望する方は、是非ともＧＦＰ宣言を行い、メンバー登録をご検討くだ 

さい。 

 

  詳しくはこちらのページをご覧下さい。 

  （こちらから） 

→http://www.gfp1.maff.go.jp 

 

問い合わせ先：農林水産省 食料産業局 輸出促進課 輸出プロジェクト室

（MAIL:gfp@maff.go.jp） 

 

★「米に関するメールマガジン」のアンケートを実施しています★ 

 読者の皆さまにより有益な情報配信ができるよう、「米に関するメールマガジン」 

のアンケートを実施しています。今後、米に関するメールマガジンで取り上げて欲 

しい内容、メールマガジンに対するご意見ご感想等を募集しておりますので、宜し 



くお願い致します。 

（回答はこちらから→）

https://www.contactus.maff.go.jp/j/form/seisaku_tokatu/kikaku/160815.html 

 

【編集後記】「残暑」 

 厳しい暑さが続きますが皆様いかがお過ごしでしょうか。毎年、前年度より 

も暑いと感じてしまうのは私だけでしょうか。 

 お盆過ぎに九州の実家に帰りました。実家では家族と過ごすことができて家族の 

温かさを身にしみて感じました。実家に帰る前にあらかじめ母の手料理で何が食べ 

たいかをリクエストしていて、実家に帰って母の手料理をたくさん食べました。東 

京へ戻る時に、母が次の日からのお弁当のおかずとして朝早くからたくさん作って 

持たせてくれました。一人暮らしと東京はなかなか慣れませんね。また一から頑張 

ろうと思います。 

 大変暑い日が続きますので、皆様お体には気を付けてくださいね。 

 

 

【米に関するメールマガジン】 

発行：農林水産省政策統括官付農産企画課 
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